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クラス/学生数 U4/6名 U5/5名 U6/6名 U8/7名
コース開始時の



















5/235週目 初級復習 1回目 初級27課1 1回目
5/306週目 初級復習 2回目 初級復習 2回目 初級22課1 1回目
6/6 7週目 初級復習 3回目 初級復習 1 3回目 初級24課 2回目
6/138週目 初級復習 初級復習 初級復習 3回目
6/209週目 中級 1課 4回目 中級 1課1 4回目 初級25課 4回目
6/2710週目 中級4課 5回目 中級4課 5回目 初級28課 5回目 初級21課1 1回目
7/4 11週目 中級 5課 6回目 中級 6課1 6回目 初級復習 6回目 初級23課 2回目
7/1112週目 中級 8課1 7回目 中級 7課 7回目 中級4課 7回目 初級25課 3回目
7/1813週目 中級 9課 8回目 中級 9課 8回目 中級6課 8回目 初級27課 4回目
7/2514j週目 中級11課 9回目 中級11課 9回目 中級8課 9回目 中級 1課 5回目
8/1 15週目 中級12課 10回目 中級12課 10回目 中級11課 10回目 中級 3課 6回目
9/5 1 16週目 中級復習 11回目 中級復習 11回目 中級復習 11回目 初級復習 7回目























































































































































































週 回 授業内容 テーマ・ 課題





8 3 「私の好きなこと」フィー ドバック 「私の好きなこと (再)」





6 文体② (です・ ます体と
だ 。である体)/
連用中止形/「鳥取旅行」返却 0質問 「鳥取旅行 (再)」












































































































































「わたしの国 0町」構成と表現、プレインス トー ミング、構成メモ 「わたしの国・町」①
9 4 「わたしの国 0町」ピア活動 「わたしの国・町」②































































































































































































































































してベ トナムに進んでいた。 (原文 :下線と□は筆者が加筆)
例2')愛国精神により、ついにベ トナム人は国を中国から解放できた。その後、人々が協



















































表6 U初級コース作文指導項ロリス ト (2013年度版)






































































れについて詳 しく調べて、 自分の意見を加えるという学習 レポー トタイプの課題が出された時
期 もあったと聞 く。それに比べると、現在は、 自ら問いを立てるという点を重視 した指導が行
われているので、 日標 もその点が明確になる記述にした。第二期は前半 と後半に分けた上で、


















互いの授業内容を開示 し合 うことによって、個別および共通の課題を発見 し、共有すべき目標
を明確にして リス ト化 した協働の記録でもある。
本稿で報告 した2013年度第一期は、既述のとおり、各担当者がそれまでの経験をもとに授業
を行った。それを」LCスタンダーズに照 らして振 り返 り、そこから「作文指導項 ロリス ト」を
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